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レ
ジ
袋
の
使
用
削
減
に
よ
っ
て
環
境
へ
の
影
響

レ
ジ
袋
の
使
用
削
減
に
よ
っ
て
環
境
へ
の
影
響･･

負
荷
低

負
荷
低

減
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
、

減
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
、
３
月
１
日（
日
）か
ら

３
月
１
日（
日
）か
ら
村
内
６
店

村
内
６
店

舗
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
取

舗
に
お
け
る
レ
ジ
袋
の
配
布
が
中
止
さ
れ
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、

り
組
み
は
、「
東
海
村
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る

「
東
海
村
に
お
け
る
レ
ジ
袋
削
減
に
関
す
る

協
定
」に
基
づ
く
も
の
で
、

協
定
」に
基
づ
く
も
の
で
、
食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
日
々

食
料
品
や
日
用
品
な
ど
の
日
々

の
お
買
い
物
の
際
に
は
、〝
マ
イ
バ
ッ
グ
〞を
お
持
ち
に
な
る

の
お
買
い
物
の
際
に
は
、〝
マ
イ
バ
ッ
グ
〞を
お
持
ち
に
な
る

な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
ど
、
多
く
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
配
布
を
中
止
す
る
村
内
６
店
舗

レ
ジ
袋
の
配
布
を
中
止
す
る
村
内
６
店
舗

❶
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
ジ
ャ
ス
コ
東
海
店

❶
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
ジ
ャ
ス
コ
東
海
店

（
舟
石
川
駅
東
四
丁
目
１
番
１
号

（
舟
石
川
駅
東
四
丁
目
１
番
１
号  

☎☎
287287
局
３
３
１
１
）

局
３
３
１
１
）

❷
㈱
カ
ス
ミ
舟
石
川
店

❷
㈱
カ
ス
ミ
舟
石
川
店

（
東
海
三
丁
目
１
番

（
東
海
三
丁
目
１
番
2525
号号  

☎☎
283283
局
４
１
１
１
）

局
４
１
１
１
）

❸
㈱
黒
田
青
果
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ム
東
海
店

❸
㈱
黒
田
青
果
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ム
東
海
店

（
村
松
北
一
丁
目

（
村
松
北
一
丁
目
1212
番
１
号

番
１
号  

☎☎
270270
局
５
５
７
１
）

局
５
５
７
１
）

❹
㈱
セ
イ
ブ
東
海
店

❹
㈱
セ
イ
ブ
東
海
店

（
舟
石
川
駅
西
二
丁
目

（
舟
石
川
駅
西
二
丁
目
1616
番番
1313
号号  

☎☎
283283
局
２
３
３
７
）

局
２
３
３
７
）

❺
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ（
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
）須
藤

❺
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ（
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
）須
藤

（
村
松
１
１
２
５
番
地

（
村
松
１
１
２
５
番
地  

☎☎
282282
局
３
９
７
９
）

局
３
９
７
９
）

❻
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ（
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
）二
軒
茶
屋
店

❻
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ（
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
）二
軒
茶
屋
店

（
石
神
外
宿
２
４
５
２
番
地

（
石
神
外
宿
２
４
５
２
番
地  

☎☎
282282
局
２
７
７
４
）

局
２
７
７
４
）

※
レ
ジ
袋
が
必
要
な
方
に
は
１
枚

※
レ
ジ
袋
が
必
要
な
方
に
は
１
枚
２
円
〜
５
円
で

２
円
〜
５
円
で
販
売
さ

販
売
さ

れ
ま
す（
こ
の
販
売
に
よ
る
収
益
は
、
環
境
保
全
活
動
等

れ
ま
す（
こ
の
販
売
に
よ
る
収
益
は
、
環
境
保
全
活
動
等

の
社
会
貢
献
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
）。

の
社
会
貢
献
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
）。

お
問
い
合
わ
せ
▼

お
問
い
合
わ
せ
▼
経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推

進
室（
☎

進
室（
☎
282282
局
１
７
１
１

局
１
７
１
１  

内
線
１
４
５
３
）　

※

内
線
１
４
５
３
）　

※
平
成
平
成
2020
年年

1212
月月
1010
日
発
行
の「
広
報
と
う
か
い
」（
２
ペ
ー
ジ
）を
併
せ

日
発
行
の「
広
報
と
う
か
い
」（
２
ペ
ー
ジ
）を
併
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
１
日（
日
）か
ら

３
月
１
日（
日
）か
ら

６
店
舗
で
レ
ジ
袋
配
布
を
中
止

６
店
舗
で
レ
ジ
袋
配
布
を
中
止

か
つ
て
の〝
大
量
生
産･
大
量
消
費
〞に
よ
っ
て
、
国
内
経

済
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
る
一
方
、
排
出
さ
れ
る
廃

棄
物
も
膨
大
な
も
の
と
な
り
、
良
好
な
環
境
の
維
持
や

持
続
的
な
社
会
発
展
の
上
で
課
題
が
残
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
、
平
成
12
年
４
月

に
完
全
施
行
さ
れ
た
の
が「
容
器
包
装
に
係
る
分
別
収
集

及
び
再
商
品
化
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」（
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
）で
す
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
消
費
者
と

市
町
村
、
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ〝
容
器
包
装
廃
棄
物
〞に

対
す
る
責
任
を
分
担
す
る
仕
組
み
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
、
国
内
各
地
で
は
、
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
こ
東
海
村
か
ら

排
出
さ
れ
た「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」（
プ
ラ
）な
ど

の「
分
別
基
準
適
合
物
」に
つ
い
て
も
、「
財
団
法
人
日
本

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
」（
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
）を

通
し
て
厳
格
な
品
質
調
査
を
受
け
、
そ
の
引
き
取
り
と

再
商
品
化
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
月
の「
広
報
と
う

か
い
」で
は
、
先
ご
ろ
協
会
が
公
表
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
品
質
調
査
結
果
に
お
い

て
、
東
海
村
が
と
も
に
最
高
の〝
Ａ
ラ
ン
ク
判
定
〞を
受
け

た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〝
プ
ラ
〞に
異
物
認
め
ず
、１００
パ
ー　
セ
ン
ト

の
完
全
分
別
達
成

平
成
17
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
の
分
別
収
集
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
、
そ
の
回
収
率
が
年
々
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
は
、
㈶
日
本
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
に
よ
る
品
質
調
査
を
毎
年
受

け
て
お
り
、
東
海
村
で
は〝
Ａ
ラ
ン
ク
判
定
〞を
受
け
て
き

ま
し
た
。
特
に
今
年
度
の
調
査
で
は
、
村
内
で
回
収
さ
れ

た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
に
分
別
収
集
対
象
外
の
物

や
他
素
材
等
異
物
の
混
入
が
な
く
、「
容
器
包
装
比
率
評

価
」が
１
０
０
％
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
が
こ
の
よ
う
な
判
定
を
受
け
た
の

は
、
県
内
で
は
東
海
村
の
み
で
あ
り
、
全
国
で
も
、
東
海

村
を
含
め
２
自
治
体
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
評
価
は
、
ひ
と
え
に
住
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
分
別
意
識
の
高
さ
と
、
回
収
に
際
し
て
の
日
々
の
徹

底
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
す
。
ご
家
庭
で
の〝
プ
ラ
〞分
別
と
排
出
の
際

の
洗
浄
等
へ
の
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
毎
年
連
続
の〝
Ａ
ラ
ン
ク
〞判
定

東
海
村
で
は
、今
か
ら
８
年
前
の
平
成
12
年
４
月
か
ら
、

牛
乳
パ
ッ
ク･

段
ボ
ー
ル
、
新
聞･
雑
誌
、
ガ
ラ
ス
瓶
類
な

ど
10
品
目
の
再
生
資
源
物
回
収
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
一
つ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ
い
て
も
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
同
様
、
㈶
日
本
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
協
会
に
よ
る
品
質
調
査
を
受
け
て
き
て
お
り
、
東

海
村
は
、
調
査
の「
総
合
評
価
」に
お
い
て
、
当
初
の
平
成

かか

にに

経経

国
指
定
法
人　

日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
の
品
質
調
査
で

東
海
村
排
出
の
資
源
物（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容

器

包

装

）が
国
内
最
高
の
評
価
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村
で
は
、
家
庭
や
公
共
施
設
等
で

村
で
は
、
家
庭
や
公
共
施
設
等
で
使
用
済
み
と
な
っ
た

使
用
済
み
と
な
っ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
植
物
性
の
食
用
油

天
ぷ
ら
油
な
ど
の
植
物
性
の
食
用
油

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（
廃
食
用
油
）を
原
料

（
廃
食
用
油
）を
原
料

に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
＝

に
、
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
＝BB

バ
イ
オ

バ
イ
オ

ioio  DD

デ
ィ
ー
ゼ
ル

デ
ィ
ー
ゼ
ル

iesel
iesel  FF

フ
ュ
ー
エ
ル

フ
ュ
ー
エ
ル

uel
uel

））

を
製
造
し
、
村
の
公
用
車（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
）の
燃
料

を
製
造
し
、
村
の
公
用
車（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
）の
燃
料

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と

は
、
調
理
で
揚
げ
物
な
ど
を
作
る
際
に
使
わ
れ
た
食
用
油

は
、
調
理
で
揚
げ
物
な
ど
を
作
る
際
に
使
わ
れ
た
食
用
油

を
精
製
し
て
製
造
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
こ
と
で
、
こ

を
精
製
し
て
製
造
し
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
こ
と
で
、
こ

の
取
り
組
み
は
、
村
に
お
け
る
軽
油
使
用
量
削
減
を
進
め
、

の
取
り
組
み
は
、
村
に
お
け
る
軽
油
使
用
量
削
減
を
進
め
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

ご
家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
廃
食
用
油
の
提
供
に
多
く

ご
家
庭
で
使
用
済
み
と
な
っ
た
廃
食
用
油
の
提
供
に
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

廃
食
用
油
の
提
供
方
法
▼

廃
食
用
油
の
提
供
方
法
▼
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
に
活
用
で
き
る
の

Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
に
活
用
で
き
る
の

は
、
植
物
性
の
食
用
油
に
限
ら
れ
ま
す（

は
、
植
物
性
の
食
用
油
に
限
ら
れ
ま
す（
著
し
く
汚
れ
た
油

著
し
く
汚
れ
た
油

や
変
色
し
た
油
を
除
く

や
変
色
し
た
油
を
除
く
）。）。
使
用
済
み
の
食
用
油
を
、
お

使
用
済
み
の
食
用
油
を
、
お

お
む
ね
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

お
む
ね
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）に
入
れ
、
キ
ャ
ッ
プ（
ふ
た
）を
し
っ

器（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）に
入
れ
、
キ
ャ
ッ
プ（
ふ
た
）を
し
っ

か
り
閉
め
て
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

か
り
閉
め
て
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

調
理
の
際
の
不
純
物（
残
り
か
す
）は
可
能
な
限
り
取
り
除

調
理
の
際
の
不
純
物（
残
り
か
す
）は
可
能
な
限
り
取
り
除

い
て
く
だ
さ
い
。
※
未
使
用
の
ま
ま
賞
味
期
限
を
過
ぎ
て

い
て
く
だ
さ
い
。
※
未
使
用
の
ま
ま
賞
味
期
限
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
食
用
油
な
ど
未
開
封
の
物
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

し
ま
っ
た
食
用
油
な
ど
未
開
封
の
物
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
移
し
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
移
し
替
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

回
収
場
所
▼

回
収
場
所
▼
石
神
石
神･･

村
松
村
松･･

白
方
白
方･･

真
崎
真
崎･･

中
丸
中
丸･･

舟
石
川
の
各

舟
石
川
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
と
う
か

い
」（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）に
設
置
の
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

い
」（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）に
設
置
の
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ

容
器（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）ご
と
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

容
器（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）ご
と
投
入
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
時
間
▼

回
収
時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
各
休
館
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
各
休
館
日
を
除
く
）

お
問
い
合
わ
せ
▼

お
問
い
合
わ
せ
▼
経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推

経
済
環
境
部
環
境
政
策
課
環
境
計
画
推

進
室（
☎

進
室（
☎
282282
局
１
７
１
１

局
１
７
１
１  

内
線
１
４
５
３
）

内
線
１
４
５
３
）

ご
家
庭
で
使
用
済
み
の
食
用
油

ご
家
庭
で
使
用
済
み
の
食
用
油

（
廃
食
用
油
）を
回
収
し
て
い
ま
す

（
廃
食
用
油
）を
回
収
し
て
い
ま
す

12
年
度
か
ら
今
年
度
ま
で
連
続
し
て〝
Ａ
ラ
ン
ク
判
定
〞を

受
け
て
き
ま
し
た（
平
成
15
年
は
調
査
未
実
施
）。

今
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
衣
料･

カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
繊
維
や
鶏

卵
パ
ッ
ク
、
洗
剤
等
の
ボ
ト
ル
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
樹
脂
な

ど
に
再
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ

ん
の
適
切
な
分
別
が
大
変
重
要
な
カ
ギ
と
な
っ
て
き
ま
す

が
、
東
海
村
か
ら
排
出
さ
れ
た
ご
く
わ
ず
か
の
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
も
、
中
身
が
残
っ
て
い
た
り
、
塗
料･

テ
ー
プ
が
付

着
し
た
物
や
異
物
が
入
っ
た
物
が
見
つ
か
り
、
再
商
品
化

に
支
障
が
あ
る
と
さ
れ
た
調
査
項
目
も
あ
り
ま
す
。
限
り

あ
る
資
源
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
の
下
、
さ
ら
に〝
分
別
上
手
な
東
海
村
〞

を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
ょ
う
。

ご
み
の
減
量
化
に
引
き
続
き
の
ご
協
力
を

表「
東
海
村
に
お
け
る
可
燃
ご
み･

不
燃
ご
み･

資
源
物

の
処
理
量
と
人
口
の
推
移
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
東
海
村

の
人
口
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
近
年
に
あ
っ
て
も
、

排
出
さ
れ
る〝
可
燃
ご
み
〞〝
不
燃
ご
み
〞の
処
理
量
は

年
々
減
少
す
る
一
方
で
、〝
資
源
物
〞は
増
加
し
て
い

る
こ
と
が
お
分
か
り
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。〝
資

源
物
〞の
分
別
収
集
が
進
ん
で
い
る
と
読
み
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、〝
可
燃
ご
み
〞〝
不

燃
ご
み
〞を
収
集
し
ま
す
と
、
ま
だ
多
く
の〝
資
源
物
〞

の
混
入
が
見
ら
れ
る
の
も
事
実
で
す
。〝
資
源
物
〞の

分
別
徹
底
を
一
層
図
っ
て
い
く
こ
と
で
、
ご
み
の
減

量
化
と
再
資
源
の
有
効
利
用
は
も
と
よ
り
、
循
環
型

社
会
の
実
現
に
着
実
に
歩
み
寄
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
の
東
海
村
か
ら〝
資
源

物
〞の
分
別
を
徹
底
し
て
い
き
、
県
内
、
そ
し
て
全

国
へ
と
そ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

経
済
環
境
部
ご
み
ゼ
ロ
推
進
課
ご
み
政
策
担
当（
清

掃
セ
ン
タ
ー
内 

☎
282
局
７
２
８
９
）　

※「
㈶
日
本
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（http://

w
w
w
.jcpra.or.jp/index.htm

l

／
集
め
る
＝
市
町
村

に
よ
る
分
別
収
集
）に
品
質
調
査
結
果
の
詳
細
が
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5000

7500

10000

12500

15000

35000

35500

36000

36500

37000
人口資源物不燃ごみ可燃ごみ

平成19年度平成18年度平成17年度平成16年度平成15年度

11,697ｔ
11,583ｔ

11,364ｔ

11,249ｔ 9,734ｔ

1,448ｔ 1,469ｔ
1,273ｔ 1,306ｔ

1,291ｔ

1,689ｔ 1,769ｔ 1,998ｔ 2,249ｔ

2,318ｔ

35,175人

35,428人
35,699人

36,007人

36,293人

トン（ｔ） （人）

東海村における可燃ごみ･不燃ごみ･資源物の処理量と人口の推移

（各年度末現在
常住人口　　）
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在
宅
生
活
支
援
事
業

■
ふ
れ
あ
い
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業（
会
食
型･

配
食
型
）

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
し
、
介
護
予
防
を
目

的
と
し
て
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー･
集
会
所
等
で

会
食
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
外

出
困
難
な
高
齢
者
等
に
食
事
を
配
達
し
、
安
否
確
認

等
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
や

高
齢
者
世
帯
、
昼
間
独
居
の
方　

【
利
用
料
】１
食
当

た
り
２
０
０
円　

※
社
会
福
祉
法
人
東
海
村
社
会
福

祉
協
議
会
や
各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
、
主
催

者
に
よ
っ
て
開
催
日
等
が
異
な
り
ま
す
。
お
近
く
の
民

生
委
員･

児
童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
軽
度
生
活
援
助　

家
周
り
の
手
入
れ
な
ど
の
軽
易
な

日
常
生
活
援
助
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方
や
虚
弱
高
齢
者
世
帯
の
方

で
、
援
助
が
必
要
な
方　
【
利
用
料
】１
時
間
２
０
０
円

■
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成　

居
宅
か
ら
病

院･

診
療
所
等
へ
の
通
院
に
村
内
指
定
会
社
の
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
利
用
料
金
の
一
部
を
年
48
回

ま
で（
慢
性
透
析
療
法
治
療
者
は
年
１
４
４
回
ま
で
）助

成
し
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
で
介
護
保
険
の
要
介

護
度
が「
要
介
護
１
」以
上
の
方
、身
体
障
害
者
手
帳（
１

級･

２
級･

３
級
）を
お
持
ち
の
方
、
療
育
手
帳（
Ａ
・
Ａ

判
定
）を
お
持
ち
の
方
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
１
級･

２
級
）を
お
持
ち
の
方
、
一
般
特
定
疾
患
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方　

【
助
成
額
】利
用
料
金
の

２
分
の
１
の
金
額
で
１
回
５
０
０
０
円
を
上
限
と
し
ま

す（
助
成
券
を
交
付
）。

■
毎
日
型
配
食
サ
ー
ビ
ス　

定
期
的
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事（
昼
食･

夕
食
の
い
ず
れ
か
一
方
が
選
べ

ま
す
）を
配
達
し
、
利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方
、
虚

弱
高
齢
者
世
帯
の
方
、
独
り
暮
ら
し
の
身
体
障
が
い

者
で
、
食
事
を
作
る
こ
と
が
困
難
な
方　

【
利
用
料
】

１
食
当
た
り
８
０
０
円（
う
ち
半
額
を
助
成
）

■
愛
の
定
期
便　

乳
酸
菌
飲
料
を
週
３
回
配
達
し
、
健
康

の
増
進
を
図
り
、
利
用
者
の
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
方　

【
利
用
料
】無
料

■
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム　

事
故･

急
病
等
に
よ
っ
て
緊
急

に
援
助
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
居
宅
に
設
置
さ
れ

た「
緊
急
通
報
装
置
」の
緊
急
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、

消
防
署
に
連
絡
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ま
た
、
週

１
回
の
電
話
や
月
１
回
の
巡
回
に
よ
る
安
否
確
認
も

行
い
ま
す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
独
り
暮

ら
し
の
方
、
高
齢
者
世
帯
の
方
、
独
り
暮
ら
し
の
重

度
身
体
障
が
い
者　

【
利
用
料
】無
料

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
購
入
費
の
助
成　

居
宅
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購

入
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上
の
独

り
暮
ら
し
の
方
や
寝
た
き
り
の
方　

【
助
成
額
】購
入

費
の
２
分
の
１　

※
村
の
指
定
す
る
業
者
が
取
り
付

け
を
行
い
ま
す
。

■
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス　

理
美
容
師
が
高
齢
者
宅
を

訪
問
し
、
年
６
回
ま
で
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。【
対
象
】介
護
保
険
の
要
介
護
度
が「
要
介
護
３
・

４
・
５
」の
在
宅
の
方
、身
体
障
害
者
手
帳（
１
級･

２
級
）

を
お
持
ち
の
方
、
老
衰･

心
身
障
が
い
な
ど
に
よ
り
一

般
の
理
美
容
所
の
利
用
が
困
難
な
65
歳
以
上
の
方　

【
助
成
額
】１
回
２
０
０
０
円（
年
間
６
回
ま
で
）

■
住
宅
整
備
資
金
の
貸
付　

住
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、

住
宅
の
増
改
築
に
必
要
な
経
費
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。【
対
象
】60
歳
以
上
の
方
と
同
居
す
る
親
族
の

方　

【
貸
付
限
度
額
】２
４
０
万
円（
年
利
１
・
８
％
）　

【
返
済
期
間
】10
年
以
内

■
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ（
短
期
入
所
）　

在
宅
で
の
介
護
が
一

時
的
に
困
難
に
な
っ
た
高
齢
者
を
、
短
期
的（
数
日
間
）

に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
受
け
入
れ
、
介
護
し
ま

す
。【
対
象
】お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
要
介
護
認
定
で

「
自
立
」と
判
定
さ
れ
た
方　

【
利
用
料
】介
護
保
険
の

要
介
護
度
が「
要
支
援
１
」の
単
価
の
２
分
の
１

家
族
介
護
支
援
事
業

■
家
族
介
護
用
品
購
入
費
の
助
成　

在
宅
で
介
護
し
て

い
る
家
族
の
方
に
、
紙
お
む
つ
等
の
介
護
用
品
を
購
入

す
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】介
護
保
険
の
要

介
護
度
が「
要
介
護
３
」以
上
で
、
常
時
介
護
を
必
要

と
す
る
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
高
齢
者
や
認
知
症

の
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者（
児
）、
知
的
障
が
い
者

　

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
村
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
自
立
し
た
生
活

を
支
援
す
る
在
宅
生
活
支
援
事
業
や
介
護
す
る
家
族
の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
家
族
介
護
支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
そ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

高

齢

者

福

祉

サ

ビ

ス

ー

○
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（
児
）を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方　

【
助
成
額
】年
間

７
万
２
０
０
０
円（
助
成
券
を
交
付
）

■
家
族
介
護
者
交
流
事
業　

在
宅
で
寝
た
き
り
の
高
齢

者
等
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方
の
た
め
、
介
護
に
つ

い
て
の
研
修
会
や
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
情
報
交
換

の
た
め
の
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。【
対
象
】介
護
保

険
の
要
介
護
度
が「
要
介
護
２
」以
上
の
65
歳
以
上
の

方
、
身
体
障
害
者
手
帳（
１
級･

２
級
）を
お
持
ち
の
方
、

療
育
手
帳（
Ａ
・
Ａ
判
定
）を
お
持
ち
の
方
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳（
１
級
）を
お
持
ち
の
方
を
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
家
族
の
方　

【
参
加
費
】無
料

■
在
宅
介
護
慰
労
金　

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に

慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。【
対
象
】介
護
保
険
の
要
介

護
度
が「
要
介
護
４
」以
上
と
認
定
さ
れ
、
前
年
８
月

１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
過
去
１
年
間
に
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方　

【
支
給
額
】５
万
円

■
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
助
成　

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
と
き
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。【
対
象
】

在
宅
で
、
介
護
保
険
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス･

ホ
ー
ム
リ
ハ
ビ
リ
サ
ー
ビ
ス･

デ
イ
サ
ー
ビ
ス･

デ
イ

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス･

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
サ
ー
ビ
ス（
１
か

月
７
日
ま
で
）･

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
等
を
受
け
た
方

【
助
成
額
】在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自
己
負
担
分
の

10
分
の
７

そ
の
他
の
事
業

■
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業　

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り

を
予
防
し
、
生
き
が
い
づ
く
り
や
社
会
参
加
の
た
め
の
健

康
体
操
や
趣
味
活
動
を
行
い
ま
す
。【
対
象
】65
歳
以
上

の
方　
【
参
加
費
】１
回
３
５
０
円

■
も
の
忘
れ
検
診　

物
忘
れ
に
対
す
る
不
安
解
消
や
認

知
症
の
早
期
発
見･

早
期
治
療
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

【
対
象
】
65
歳
以
上
の
方　

【
利
用
料
】
１
次
検
診
は

２
０
０
円
、
２
次
検
診
は
医
療
保
険
の
自
己
負
担
分

の
５
分
の
１

■
は
り･

き
ゆ
う･

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
の
助
成　

心
身

の
健
康
増
進
を
目
的
に
、
は
り･

き
ゆ
う･

マ
ッ
サ
ー
ジ

･

指
圧
の
施
術
を
受
け
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】70
歳
以
上
の
方
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳（
１

級･
２
級
）を
お
持
ち
の
方　
【
助
成
額
】１
回
１
０
０
０

円（
年
間
１
万
２
０
０
０
円
を
限
度
と
し
、
助
成
券
を
交

付
し
ま
す
）

■
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス　

寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ

ス
車
に
よ
り
自
宅
の
寝
具
を
乾
燥･

消
毒
し
ま
す（
年

間
６
回
ま
で
）。【
対
象
】60
歳
以
上
の
在
宅
の
方
で
、

寝
具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
方　

【
利
用
料
】
１
回

１
６
５
０
円（
う
ち
１
３
５
０
円
を
助
成
）　

※
１
回

当
た
り
寝
具
は
４
枚
ま
で
と
な
り
ま
す
。

問

合

せ

　

福
祉
部
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
☎
282
局

１
７
１
１ 

内
線
１
１
６
４
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内　

☎
287
局

２
５
１
６
）

　65歳以上の独り暮らしの高齢者な

どを対象に、村が行う「毎日型配食サー

ビス事業」の中で、定期的な食事の配

達に協力していただける飲食店を募

集します。

●募集要件 ①定期的に昼食または

夕食を高齢者などの自宅に配達する

ことができること。②腸内細菌検査

（Ｏ-157･サルモネラ菌･赤痢菌）を実

施し、検査結果を保管していること。

③事業実施に伴う事故に備えるため、

損害賠償保険に加入すること。

●申し込み・問合せ ２ 月20日（金）

までに、福祉部介護福祉課高齢支援

担当（内線1164）へ申し込みください。

　寝たきりの高齢者等を在宅で介護

する家族を対象に、村が行う介護用

品購入費助成の助成券を取り扱うこ

とができる村内の介護用品販売店を

募集します。

●申し込み・問合せ ３月６日（金）

までに、福祉部介護福祉課高齢支援

担当（内線1164）へ申し込みください。

　70歳以上の方や身体障害者手帳（１

級･２級）をお持ちの方を対象に、村

が行うはり･きゆう･マッサージ等の

施術費の助成券を取り扱うことがで

きる施術所を募集します。

●対　　象 村内在住で①あん摩

マッサージ指圧師②はり師③きゆう師

――のいずれかの免許を有し、村内

に施術所を開設している方（国民健康

保険法・社会保険各法に基づく医療

に関する給付対象になる施術を除く）

●申し込み・問合せ ３月６日（金）

までに、福祉部介護福祉課高齢支援

担当（内線1164）へ申し込みください。

毎日型配食サービス事業毎日型配食サービス事業
協力店募集協力店募集

家族介護用品家族介護用品
指定販売店募集指定販売店募集

はり･きゆう･マッサージはり･きゆう･マッサージ
登録施術所募集登録施術所募集 　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
で
き
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
を
続

け
る
た
め
に
、
心
身
の
健
康
保
持
と
生
活
安
定
に
必

要
な
援
助
を
行
い
、
保
健･

医
療･

福
祉･

介
護
の
各

種
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

で
き
る
だ
け
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
介

護
予
防
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
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「
文
化
財
防
火
デ
ー
」（
１
月

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」（
１
月
2626
日
）と
は
…

日
）と
は
…

今
か
ら

今
か
ら
6060
年
前
の
昭
和

年
前
の
昭
和
2424
年
１
月

年
１
月
2626
日
、
世
界
最
古
の

日
、
世
界
最
古
の

木
造
建
築
と
し
て
１
４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
世
界
的
至
宝

木
造
建
築
と
し
て
１
４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
世
界
的
至
宝

「
法
隆
寺
」（
奈
良
県

「
法
隆
寺
」（
奈
良
県
生生い

こ

ま

い

こ

ま駒駒
郡郡
斑斑い

か
る
が
ち
ょ
う

い
か
る
が
ち
ょ
う

鳩
町
鳩
町
）の
金
堂
が
炎
上
し
、
貴

）の
金
堂
が
炎
上
し
、
貴

重
な
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
昭
和

重
な
壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
昭
和
3030

年
、
国
で
は
毎
年
１
月

年
、
国
で
は
毎
年
１
月
2626
日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
、

日
を「
文
化
財
防
火
デ
ー
」と
定
め
、

文
部
科
学
省（
文
化
庁
）と
総
務
省（
消
防
庁
）は
、
こ
の
日
を

文
部
科
学
省（
文
化
庁
）と
総
務
省（
消
防
庁
）は
、
こ
の
日
を

中
心
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災

中
心
と
し
て
、
文
化
財
を
火
災･･

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら

守
る
た
め
の
文
化
財
防
火
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
、
一
人

守
る
た
め
の
文
化
財
防
火
運
動
を
全
国
的
に
展
開
し
、
一
人

ひ
と
り
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
の
文
化
財
愛
護
思
想
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
照
沼
家
住
宅

「
照
沼
家
住
宅
主主お

も

や

お

も

や屋屋
」（
登
録
有
形
文
化
財
）に
つ
い
て

」（
登
録
有
形
文
化
財
）に
つ
い
て

「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」（
木
造
平
屋
建
て

「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」（
木
造
平
屋
建
て･･

茅茅か

や

ぶ

き

か

や

ぶ

き葺葺
／
照
沼
字
寺

／
照
沼
字
寺

沼
二
三
／
建
築
面
積
２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）は
、
文
化
財

沼
二
三
／
建
築
面
積
２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）は
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
き
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が

保
護
法
に
基
づ
き
、
そ
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
に
か
ん
が

み
、
保
存

み
、
保
存･･

活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
、
平

活
用
の
た
め
の
措
置
が
特
に
必
要
と
さ
れ
、
平

成成
1919
年
７
月

年
７
月
3131
日
付
け
で「
文
化
財
登
録
原
簿
」に
登
録
さ

日
付
け
で「
文
化
財
登
録
原
簿
」に
登
録
さ

れ
た
有
形
文
化
財
で
す
。
照
沼
家
は
も
と
も
と
、
水
戸
藩
時

れ
た
有
形
文
化
財
で
す
。
照
沼
家
は
も
と
も
と
、
水
戸
藩
時

代
の
後
半
、
当
時
の
那
珂
郡
照
沼
村

代
の
後
半
、
当
時
の
那
珂
郡
照
沼
村･･

長
砂
村

長
砂
村･･

村
松
村

村
松
村･･

石石

神
白
方
村

神
白
方
村･･

平
磯
村
な
ど
計

平
磯
村
な
ど
計
1010
か
村
の「

か
村
の「
山山や

ま

よ

こ

め

や

ま

よ

こ

め

横
目
横
目
」（
大
庄
屋
）

」（
大
庄
屋
）

と
し
て
、
藩
有
林
の
管
理
や
庄
屋

と
し
て
、
藩
有
林
の
管
理
や
庄
屋･･

組
頭
の
監
視
な
ど
を
行
っ

組
頭
の
監
視
な
ど
を
行
っ

た
旧
家
で
、
現
在
の
所
有
者
は
照
沼

た
旧
家
で
、
現
在
の
所
有
者
は
照
沼
信信の

ぶ

く

に

の

ぶ

く

に邦邦
さ
ん（
照
沼
）―
―
。

さ
ん（
照
沼
）―
―
。

今
回
登
録
さ
れ
た
主
屋
は
、
江
戸
時
代
後
期（

今
回
登
録
さ
れ
た
主
屋
は
、
江
戸
時
代
後
期（
1818
世
紀
後
半
）

世
紀
後
半
）

に
建
て
ら
れ
た
茅
葺

に
建
て
ら
れ
た
茅
葺･･

寄
せ
棟
造
り
で
、
南
面
に
曲
が
り
部

寄
せ
棟
造
り
で
、
南
面
に
曲
が
り
部

分
が
張
り
出
し
、
主
体
部
東
端
に
書
院
が
突
出
す
る
、
大
型

分
が
張
り
出
し
、
主
体
部
東
端
に
書
院
が
突
出
す
る
、
大
型

で
変
化
の
あ
る
曲
が
り
屋
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
書
院

で
変
化
の
あ
る
曲
が
り
屋
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
書
院

は
、
は
、
平平ひ

ら

し

ょ

い

ん

ひ

ら

し

ょ

い

ん

書
院
書
院
風
の
簡
素
な
造
り
で
、
質
素
を
旨
と
す
る
水
戸

風
の
簡
素
な
造
り
で
、
質
素
を
旨
と
す
る
水
戸

藩
山
横
目
住
宅
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

藩
山
横
目
住
宅
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
平
成

※
平
成
1919
年年
1212
月月
1010
日
発
行「
広
報
と
う
か
い
」（
８
ペ
ー
ジ
）

日
発
行「
広
報
と
う
か
い
」（
８
ペ
ー
ジ
）

に
関
連
記
事
掲
載
。

に
関
連
記
事
掲
載
。

消
防
訓
練
に
住
民

消
防
訓
練
に
住
民
8080
人
が
参
加
、初
期
消
火
を
学
ぶ

人
が
参
加
、初
期
消
火
を
学
ぶ

関
東
上
空
に
北
東
か
ら
の
湿
っ
た
寒
気
が
流
れ
込
み
、
曇

関
東
上
空
に
北
東
か
ら
の
湿
っ
た
寒
気
が
流
れ
込
み
、
曇

り
時
々
雪
の
天
気
と
な
っ
た
１
月

り
時
々
雪
の
天
気
と
な
っ
た
１
月
2424
日
、
照
沼
区
自
治
会（
自

日
、
照
沼
区
自
治
会（
自

治
会
長

治
会
長･･

川
﨑
道
隆
さ
ん
）と
村（
教
育
委
員
会

川
﨑
道
隆
さ
ん
）と
村（
教
育
委
員
会･･
消
防
署
）が
主

消
防
署
）が
主

催
し
、村
松
地
区
委
員
会（
安
全

催
し
、村
松
地
区
委
員
会（
安
全･･

安
心
部
会
）が
協
賛
す
る「
照

安
心
部
会
）が
協
賛
す
る「
照

沼
家
住
宅
主
屋
」の
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

沼
家
住
宅
主
屋
」の
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」（
１
月

「
文
化
財
防
火
デ
ー
」（
１
月
2626
日
）に
併
せ
て
、

日
）に
併
せ
て
、

登
録
有
形

登
録
有
形

文
化
財

文
化
財

「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」

「
照
沼
家
住
宅
主
屋
」でで
消
防
訓
練

消
防
訓
練

文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

文
化
財
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
い
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
は
ぐ
く
ま
れ
、
今
日
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
財
産
で
す
。

文
化
財
と
聞
く
と
、
社
寺
等
の
建
造
物
や
仏
像
、
絵
画

文
化
財
と
聞
く
と
、
社
寺
等
の
建
造
物
や
仏
像
、
絵
画･･

書
画
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
工
芸
技
術
や
伝
統
行
事
、

書
画
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
工
芸
技
術
や
伝
統
行
事
、

自
然
景
観
な
ど
無
形
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
文
化
財
保
護
法
や
自
治
体
の
条
例
に
よ
り
、
わ
が
国
の

自
然
景
観
な
ど
無
形
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
、
文
化
財
保
護
法
や
自
治
体
の
条
例
に
よ
り
、
わ
が
国
の

歴
史
歴
史･･

文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
成
す
も

文
化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
成
す
も

の
で
あ
る
と
し
て
、
保
存

の
で
あ
る
と
し
て
、
保
存･･

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
月
の「
広
報
と
う
か
い
」で
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
併
せ
、
東
海
村
唯

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
月
の「
広
報
と
う
か
い
」で
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
併
せ
、
東
海
村
唯

一
の
国（
文
化
庁
）登
録
有
形
文
化
財「
照
沼
家
住
宅

一
の
国（
文
化
庁
）登
録
有
形
文
化
財「
照
沼
家
住
宅
主主お

も

や

お

も

や屋屋
」で
行
わ
れ
た
消
防
訓
練
の
様
子
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
文
化
財

」で
行
わ
れ
た
消
防
訓
練
の
様
子
な
ど
を
取
り
上
げ
ま
す
の
で
、
文
化
財

愛
護
の
気
持
ち
を
い
ま
一
度
新
た
に
、
確
実
に
後
世
へ
継
承
す
る
た
め
の〝
親
し
み
と
理
解

愛
護
の
気
持
ち
を
い
ま
一
度
新
た
に
、
確
実
に
後
世
へ
継
承
す
る
た
め
の〝
親
し
み
と
理
解･･

協
力
の
輪
〞を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

協
力
の
輪
〞を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

に
全
国
的
な
文
化
財
防
火
活
動
の
日
に
ち
な
ん
で
訓
練
が
実

に
全
国
的
な
文
化
財
防
火
活
動
の
日
に
ち
な
ん
で
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
の
は
、
村
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
―
―
地
域
住
民

施
さ
れ
た
の
は
、
村
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
―
―
地
域
住
民

等等
8080
人
が
参
加
す
る
中
、
照
沼
家
敷
地
内
か
ら
の
出
火
を
想

人
が
参
加
す
る
中
、
照
沼
家
敷
地
内
か
ら
の
出
火
を
想

定
し
、
携
帯
電
話
を
使
っ
た
一一
九
番
通
報
や〝
訓
練
用（
水
）消

定
し
、
携
帯
電
話
を
使
っ
た
一一
九
番
通
報
や〝
訓
練
用（
水
）消

火
器
〞に
よ
る
初
期
消
火
、
村
消
防
団
第
１
分
団
等
に
よ
る
放

火
器
〞に
よ
る
初
期
消
火
、
村
消
防
団
第
１
分
団
等
に
よ
る
放

水
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
、
照
沼
信
邦
さ
ん
は
、

水
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
終
了
後
、
照
沼
信
邦
さ
ん
は
、

「
文
化
財
の
所
有
者
と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た

「
文
化
財
の
所
有
者
と
し
て
、
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
な
が
ら
防
火
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
あ
い

だ
き
な
が
ら
防
火
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
あ
い

さ
つ
。
主
催
者
の
一
人
、
川
﨑
さ
ん
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー

さ
つ
。
主
催
者
の
一
人
、
川
﨑
さ
ん
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー

と
い
う
機
会
を
と
ら
え
て
、
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を
再
認

と
い
う
機
会
を
と
ら
え
て
、
文
化
財
保
護
の
重
要
性
を
再
認

識
し
つ
つ
、
地
域
を
挙
げ
て
消
火
器
等
の
取
り
扱
い
な
ど
を

識
し
つ
つ
、
地
域
を
挙
げ
て
消
火
器
等
の
取
り
扱
い
な
ど
を

訓
練
で
き
た
こ
と
は
、
防
火

訓
練
で
き
た
こ
と
は
、
防
火･･

防
災
意
識
の
高
ま
り
と
、
い
ざ

防
災
意
識
の
高
ま
り
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
」と
感
想
を
寄

と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
」と
感
想
を
寄

せ
て
く
れ
、
初
め
て
の
試
み
な
が
ら
も
、
確
か
な
手
応
え
を

せ
て
く
れ
、
初
め
て
の
試
み
な
が
ら
も
、
確
か
な
手
応
え
を

感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

感
じ
取
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
化･･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当（

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当（
☎☎

282282
局
１
７
１
１

局
１
７
１
１  

内
線
１
４
２
３

内
線
１
４
２
３
））  

※
村
内
に
は
、
長
く
受
け

※
村
内
に
は
、
長
く
受
け

継
が
れ
て
き
た
文
化
財
が
数
多
く
現
存
し
て
お
り
、
文
化
庁

継
が
れ
て
き
た
文
化
財
が
数
多
く
現
存
し
て
お
り
、
文
化
庁

を
は
じ
め
、
茨
城
県
や
村
に
よ
っ
て
指
定

を
は
じ
め
、
茨
城
県
や
村
に
よ
っ
て
指
定･･

登
録
さ
れ
て
い
ま

登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
表「
と
う
か
い
む
ら
の
文
化
財
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

す
。
左
表「
と
う
か
い
む
ら
の
文
化
財
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

携
帯
電
話
に
よ
る
一
一
九
番
通
報
を
訓
練
す
る
参
加
住
民（
写
真
上
）と
、

携
帯
電
話
に
よ
る
一
一
九
番
通
報
を
訓
練
す
る
参
加
住
民（
写
真
上
）と
、

〝（
水
）消
火
器
〞を
手
に
初
期
消
火
訓
練
を
行
う
照
沼
信
邦
さ
ん（
写
真
下
）

〝（
水
）消
火
器
〞を
手
に
初
期
消
火
訓
練
を
行
う
照
沼
信
邦
さ
ん（
写
真
下
）



● 7

〝
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
〞の
ル
ー
ル

住住住
〝
住
〝
住
〝
住
民
が
民
が
民
が
民
が
民
が
民
が
主
役
主
役
主
役
主
役
主
役
主
役
のの
ま
の
ま
の
ま
の
ま
の

づ
ち
づ
ち
づ
ち
づ
ち
づ
ち
づ
く
り
く
り
く
りり
〞の〞の〞のののの
ルルル
ー
ル
ー
ルル

ルルルルルル連載
５

「
広
報
と
う
か
い
」（
毎
月
10
日
発
行
）を
通
し
て
皆
さ
ん
に

ご
紹
介
し
て
い
る
シ
リ
ー
ズ「
自
治
基
本
条
例
」―
―
連
載
５

回
目
の
今
回
は
、
自
治
基
本
条
例
と「
東
海
村
民
憲
章
」の
違

い
に
着
目
し
て
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
治
基
本
条
例
と「
東
海
村
民
憲
章
」の
違
い
は
…
。

「
わ
た
く
し
た
ち
は 

ゆ
か
し
い
歴
史
と 

原
子
の
火
に
生
き

る 

東
海
の
村
民
で
す
」。
こ
の
よ
う
な
文
章
で
始
ま
る「
東
海

村
民
憲
章
」は
、
東
海
村
発
足
30
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
60

年
３
月
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。「
自
然
に
親
し
み 

き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」「
教
養
を
深
め 

文
化
の
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」「
心
身
を
き
た
え 

明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
」な
ど
、
善
き
住
民
と
し
て
生
活
上
順
守
す
べ
き
理
想

的
な
行
動
の
規
範
が
計
５
句
う
た
わ
れ
た
も
の
で
、
村
の
条

例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
必
ず
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
決
ま
り･

掟
お
き
て

の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
自
治
基
本
条
例
に
は
、
住
民
の
権
利
の
保
障
や
自

治
体
の
組
織･
運
営･

活
動
に
関
す
る
事
項
等
が
定
め
ら
れ
ま

す
。「
東
海
村
民
憲
章
」が
顕
彰
に
値
す
る
よ
う
な
住
民
の
自

主
的
な
意
欲
や
立
派
な
活
動
な
ど
、〝
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
、

誰
も
が
で
き
得
る
善
い
こ
と
〞を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
対
し
、
自
治
基
本
条
例
は
、〝
起
こ
り
得
る
問
題･

課
題
を

想
定
し
定
め
ら
れ
る
も
の
〞で
、「
住
民
」「
議
会
」「
行
政
」と
い

う
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利･

役
割
を
明
確
に
規
定
し
、
制
度

的
に
担
保
す
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
従
っ
て
、「
東
海
村
民
憲

章
」は
簡
潔
で
親
し
み
や
す
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

自
治
基
本
条
例
は
内
容
に
論
理
性
や
厳
格
性
が
要
求
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
抽
象
的
な
表
現
が
ど
う
し
て
も
多
く
な
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
策
定
中
の
自
治
基
本
条
例
に

は
、
各
条
文
に
解
説
を
付
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や

す
い
も
の
と
す
る
た
め
の
試
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
海
村
自
治
基
本
条
例（
素
案
）逐
条
解
説（
素
案
）に
対
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
回
答
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
９
月
に
実
施
の
、
自
治
基
本
条
例
案
に
係
る

意
見
公
募
手
続
き（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）に
対
す
る「
東
海

村
自
治
基
本
条
例
策
定
委
員
会
」（
委
員
長･

圷
洋よ

う

す

け右
さ
ん
）の

考
え
方
と
回
答
を
、「
東
海
村
自
治
基
本
条
例（
素
案
）逐
条

解
説（
素
案
）に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
回
答
に

つ
い
て
」と
し
て
、
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。

ま
た
、
村
立
図
書
館
や
中
央
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
で
も
、
そ
の
内
容
を
印
刷
し
た
物
を
配
布
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
●
総
務
部
自
治
推
進
課
自
治
推
進
担
当（
☎

282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
３
４
１
）

▼

「とうかいむら「とうかいむらのの文化財」文化財」
国（文化庁）登録有形文化財
名称 所在地
照沼家住宅主屋照沼家住宅主屋 照沼23照沼23
茨城県指定有形文化財
名称 所在地
絹本著色聖徳太子絵伝絹本著色聖徳太子絵伝 石神外宿1047（願船寺）石神外宿1047（願船寺）
人物埴輪人物埴輪 船場768（中央公民館）船場768（中央公民館）
東海村指定文化財
名称 所在地
本多家のエノキ本多家のエノキ 石神外宿429-2石神外宿429-2
願船寺のイチョウ願船寺のイチョウ 石神外宿1047石神外宿1047
住吉神社のサカキ住吉神社のサカキ 石神外宿1097石神外宿1097
別当山古墳別当山古墳 石神外宿1208-1石神外宿1208-1
渡辺家のモチノキ渡辺家のモチノキ 石神内宿1427石神内宿1427
常州埴田五所大神宮縁起常州埴田五所大神宮縁起
･埴田神宮年中行事并末社記･埴田神宮年中行事并末社記

白方662-1白方662-1
（豊受皇大神宮）（豊受皇大神宮）

鐘馗霊神絵馬鐘馗霊神絵馬 村松8（村松山虚空蔵堂）村松8（村松山虚空蔵堂）
霊験木霊験木 村松8（村松山虚空蔵堂）村松8（村松山虚空蔵堂）
水戸八景「村松晴嵐」の碑水戸八景「村松晴嵐」の碑 村松135村松135
権現山のヤマザクラ権現山のヤマザクラ 村松943-1村松943-1
権現山古墳権現山古墳 村松943-1･943-2村松943-1･943-2
舟塚古墳群２号墳舟塚古墳群２号墳 村松1221-8･1221-9の一部村松1221-8･1221-9の一部
土偶土偶 村松2304村松2304
如意輪寺の常緑照葉樹如意輪寺の常緑照葉樹 照沼54･57照沼54･57
十王像および奪衣婆十王像および奪衣婆 照沼55-1（如意輪寺）照沼55-1（如意輪寺）
男女俗体坐像男女俗体坐像 照沼55-1（如意輪寺）照沼55-1（如意輪寺）
清水家のカヤ清水家のカヤ 須和間53-1須和間53-1
釜付遺跡出土遺物釜付遺跡出土遺物 船場768（中央公民館）船場768（中央公民館）
直刀および三輪玉直刀および三輪玉 船場768（中央公民館）船場768（中央公民館）
武人埴輪武人埴輪 船場768（中央公民館）船場768（中央公民館）
東海村「ふるさとの自然･文化」登録文化財
樹木名 所在地
石神社のスギ（北側）石神社のスギ（北側） 石神外宿1石神外宿1
石神社のスギ（西側）石神社のスギ（西側） 石神外宿1石神外宿1
キンモクセイキンモクセイ 石神外宿815石神外宿815
サツキ（笑い獅子）サツキ（笑い獅子） 石神外宿815石神外宿815
ヤブツバキヤブツバキ 石神外宿815石神外宿815
ヤブツバキヤブツバキ 石神外宿815石神外宿815
ケンポナシケンポナシ 石神外宿832石神外宿832
ケヤキケヤキ 亀下126亀下126
ヒイラギヒイラギ 亀下304亀下304
クロマツクロマツ 豊岡450豊岡450
クロマツ（みこしの松）クロマツ（みこしの松） 豊岡450豊岡450
キリシマツツジキリシマツツジ 舟石川552-5舟石川552-5
オリーブオリーブ 舟石川787-16舟石川787-16
ケヤキケヤキ 村松4-45村松4-45
スダジイスダジイ 村松4-45村松4-45
ケヤキケヤキ 村松174村松174
キリシマツツジキリシマツツジ 村松727村松727
カヤカヤ 村松727村松727
エゾヤマザクラエゾヤマザクラ 村松1370-2村松1370-2
スギ(幹まがり杉)スギ(幹まがり杉) 村松1624-1村松1624-1
ヤマザクラヤマザクラ 村松2012-1村松2012-1
クヌギクヌギ 村松2040-4村松2040-4
エノキエノキ 村松2633-1村松2633-1
アカガシアカガシ 須和間1（住吉神社）須和間1（住吉神社）
アカガシアカガシ 須和間1（住吉神社）須和間1（住吉神社）
サカキサカキ 須和間1（住吉神社）須和間1（住吉神社）
スギスギ 須和間1（住吉神社）須和間1（住吉神社）
モミジモミジ 須和間440須和間440
シラカシシラカシ 須和間589須和間589
クヌギクヌギ 須和間1245-1須和間1245-1
ヤマザクラヤマザクラ 須和間1246-2須和間1246-2
ホウノキホウノキ 須和間2138須和間2138

●● 7 7
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　茨城県市町村総合事務組合では、今年も２月

１日から平成21年度「県民交通災害共済」の加

入申し込み受け付けを開始しました。この制度

は、年一定額の会費を支払うと、加入者が交通

事故でけがや死亡した場合、その度合いに応じ

て見舞金が支払われる制度で、平成20年９月

現在、村では約6,000人が加入しています。

　いざというときに見舞金を受け取ることがで

きる「県民交通災害共済」に、ご家族おそろいで、

ぜひご加入ください。

■大人…900円／人

■中学生以下（平成21年４月１日時点）…500円

／人　※村では、平成21年４月１日で４歳以

上中学生以下の方と、70歳以上の方を対象に、

会費の半額を助成します。該当する方は、必

ず印鑑をお持ちください。

■死亡…100万円

■最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

■日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、

自転車等の接触・衝突・転落・転覆事故等に

よる人の死傷

■４月１日から平成22年３月31日までの１年

間　※途中加入の場合は、申し込みの翌日か

ら平成22年３月31日までとなります。

　次の書類と印鑑をお持ちの上、役場（環境政

策課）へご請求ください。

■会員証

■運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故

を起こしたとき）

■交通事故証明書（自動車安全運転センター所

長発行のもの）　※この交通事故証明書のな

い事故に基づく請求は、指定の「事故申立書」

を使用し、最高９等級（３万円）まで（災害区

分別見舞金額一覧を参照）の支給となります。

■診断書（医師の診断書や柔道整復師･はり師･

きゅう師などの施術証明書）　※カイロプラク

ティックなどは、診療行為から除外されます。

※次のような事故の場合、共済見舞金の全部ま

たは一部が給付されませんので、ご注意くだ

さい。①会員もしくは見舞金受取人の故意に

よる事故　②会員が無免許･酒気帯び運転中

に生じた事故またはその事実を承知で同乗し

ていた事故　③地震･洪水･暴風･その他の天

災によって生じた事故　④正当な理由なく医

師の指示に従わなかったとき　⑤会員または

見舞金受取人の重大な過失による事故　⑥法

令に違反し、市町村総合事務組合長が不適切

と認める事故

　役場（環境政策課）に備え付けの「県民交通災

害共済加入申込書」に必要事項を記入の上、会

費を添えて、経済環境部環境政策課生活･安全

担当（☎282-1711　内線1455）へ申し込みくだ

さい（平成20年度の会員証がある方はお持ちく

ださい）。申し込みは年間を通して随時受け付

けています。なお、出張受け付けも行います。

等級 災害区分 見舞金額

１ 死　　亡 100万円

２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円

３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円

４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円

５ 治療実日数  91日以上の傷害 15万円

６ 治療実日数  61日以上の傷害 10万円

７ 治療実日数  41日以上の傷害 8万円

８ 治療実日数  21日以上の傷害 6万円

９ 治療実日数  ８日以上の傷害 3万円

10 治療実日数  ３日以上の傷害 2万円

身障 身体障害者１級･２級該当 50万円

期　日 時　間 場　所

２月20日（金）

午後１時30分
～３時

舟石川コミュニティセンター

２月23日（月） 村松コミュニティセンター

２月24日（火） 石神コミュニティセンター

２月25日（水） 中丸コミュニティセンター

２月26日（木） 白方コミュニティセンター

２月27日（金） 真崎コミュニティセンター

家族そろって家族そろって

県民交通災害共済に加入しましょう

会費（１年間）

万一のときの見舞金

対象となる交通事故

共済期間

見舞金の請求手続き

災害区分別見舞金額一覧

申し込み・問合せ

出張受け付けの日時・場所

8 ●
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こんにちは！こんにちは！
村立東海病院村立東海病院ですです

　日本人の肺炎による死亡率は、がん、心臓病、脳卒中に次いで４番目と高く、特に高齢者の場合は、

肺炎を引き起こす原因菌のトップが肺炎球菌となっています。この肺炎球菌が引き起こす病気には、

肺炎や気管支炎などの呼吸器疾患のほか、副鼻腔炎、中耳炎、髄膜炎などがありますが、最近はペニ

シリンなどの抗生物質が効かない肺炎球菌が増えているため、治療が困難になってきています。肺炎

球菌ワクチンによる予防がますます重要になっているのです。

肺炎球菌ワクチンをご存じですか？

　肺炎球菌は、よろいのような莢
きょうまく

膜で周

囲が覆われた丸い細菌です。その莢膜

抗原※は90種類存在しており、肺炎球菌

ワクチンには、その90種類の莢膜抗原の

うち、23種類の抗原が含まれており、わ

が国で病気を起こした肺炎球菌の約80％

に対応しています。この莢膜抗原を注射

して免疫ができることによって、肺炎球

菌による感染をかなり予防することがで

きます。

　肺炎球菌ワクチンは、副作用のほと

んどない安全なワクチンです。注射部

位のはれや痛み、たまに発熱などが見

られますが、日常生活に差し支えるほど

のこともなく、通常１日から３日ぐらい

で消失します。

※抗原とは、体の免疫が認識し、標的

にする細菌などの部位。

▼65歳以上の高齢者

▼脾
ひ ぞ う

臓の摘出手術を受けた方や脾臓の機能が悪い方

▼心臓病を患う方や呼吸器に慢性疾患のある方、腎不全

を患う方、肝機能障害のある方、糖尿病を患う方など

▼免疫抑制作用を有する治療（ステロイド薬など）を予

定されている方

肺炎球菌ワクチンとは… 肺炎球菌ワクチン予防接種を勧める方は…

予防接種を受けるに当たって…

■接種期間 ３月31日（火）まで
■対 象 者 接種当日に満70歳以上で、過去
に肺炎球菌ワクチンを接種したことのない
村内在住の方
■接種指定医療機関 石井整形外科クリニッ
ク、いばらき診療所とうかい、茨城東病院、
植村整形外科クリニック、尾形クリニック、
清野医院、村立東海病院、東海クリニック、
東原クリニック

肺炎球菌ワクチン予防接種費用を一部助成します肺炎球菌ワクチン予防接種費用を一部助成します
■接種費用 8,000円（村助成額4,000円を除い
た4,000円が自己負担となります）　※生活
保護受給者の自己負担はありません。
■そ の 他 ①すべての肺炎を予防するワク
チンではありません。②副作用が強く出る
ことがあるため、再接種はできません（生
涯１回の接種）。
■申し込み・問合せ ３月24日（火）までに保
健センター（☎282-2797）へ申し込みください。

問合せ●村立東海病院（☎282-2188）、福祉部保健年金課地域医療推進担当（☎287-0899）

　予防接種は体調の良いときに受けることが原則です。

注射したその日でも入浴が可能であるなど、普段どおり

の生活ができますが、激しい運動は避けてください。な

お、肺炎球菌ワクチンの予防接種の免疫効果は、５年以

上にわたって持続するとされており、再接種すると、副

作用が強く出ることがあるといわれています。従って、

この接種は、原則として生涯に１回限りとなります。

　村では、満70歳以上の方に予防接種費用の一部を助成

しています。肺炎の予防に有効なワクチンの予防接種を

受けるようにしましょう。
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村
で
は
、ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
課
題
解
決
、文
化･

ス
ポ
ー

ツ
、
人
材
の
相
互
活
用･

交
流
促
進
な
ど
を
目
的
と
す
る「
東

海
村
と
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
力
協
定
」を
国
立
大
学
法
人

茨
城
大
学
と
の
間
で
締
結
し
、昨
年
２
月
に
は
、公
開
講
座「
原

子
力
施
設
と
地
域
社
会
」を
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
公

開
講
座
に
つ
い
て
は
、
今
年
も
引
き
続
き
同
じ
テ
ー
マ
で
の

開
講
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
去
る
１
月
25
日
に

発
行
の「
広
報
と
う
か
い
」（
８
ペ
ー
ジ
）で
は
、
そ
の
内
容
等
を

ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
連
載
２
回
目
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年
の
公

開
講
座
に
も
多
く
の
関
心
を
集
め
て
い
こ
う
と
、
昨
年
の
講

座
で
講
師
の
一
人
を
務
め
た
茨
城
大
学
の
有
賀
絵
理
さ
ん
の

講
義
概
要
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の
講
座
の
聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前

述
の「
広
報
と
う
か
い
」や
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h
ttp://

w
w
w
.v
ill.to
k
ai.ib
arak
i.jp
/

）の「
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
の
上
、

役
場（
政
策
推
進
課
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
災
害
時
要
援
護
者
の
現
状
と
対
策
」

茨
城
大
学
非
常
勤
講
師　

有
賀
絵
理

日
本
列
島
は
台
風
の
通
過
コ
ー
ス
に

あ
り
、海
洋
プ
レ
ー
ト
と
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
境
界
に
も
位
置
す
る
た
め
、
台

風
や
地
震
に
よ
る
被
害
が
多
く
発
生

し
ま
す
。
災
害
発
生
時
期･

場
所
が
予
知

で
き
な
い
現
状
で
は
、
災
害
や
事
故
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の

が
現
実
で
す
。
災
害
発
生
時
、
一
番
不
安
を
感
じ
る
の
が
、
思

い
の
ま
ま
の
行
動
が
困
難
な
障
が
い
者
や
高
齢
者
で
す
。
避

難
し
よ
う
と
し
て
も
、
災
害
の
情
報
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、

ど
の
く
ら
い
危
険
な
状
況
か
、
危
険
は
何
時
ま
で
続
く
の
か
、

ど
の
よ
う
に
ど
こ
へ
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
よ
う
に
移

動
す
る
の
か
、
誰
が
来
て
く
れ
る
の
か
な
ど
、
考
え
れ
ば
考

え
る
ほ
ど
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
す
。
不
安
軽
減
の
た
め
に

も
、
事
前
に
災
害
内
容
ご
と
の
避
難
方
法
や
避
難
場
所
に
つ

い
て
の
情
報
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

で
は
、
い
ざ
避
難
と
な
っ
た
と
き
、
災
害
時
要
援
護
者
は

ど
の
よ
う
な
援
助
が
必
要
に
な
る
か
を
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
臨
界
事
故

時
に
屋
内
待
避
が
勧
告
さ
れ
た
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
在
住

の
電
動
車
い
す
使
用
者
で
あ
る
私
が
モ
デ
ル
と
な
り
、
一
昨
年

の
９
月
に
避
難
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
避
難
準
備
で

す
。
健
常
者
は
、
雨
が
っ
ぱ･

マ
ス
ク･

手
袋･

ゴ
ー
グ
ル
を
し
、

準
備
完
了
ま
で
約
２
、３
分
で
す
。
ど
ん
な
に
焦
っ
て
も
５
分

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
私
は
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク･

手
袋･

ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
、
雨
が
っ
ぱ
を
着
、
靴
を
履

き
、
車
い
す
に
移
乗
し
、
さ
ら
に
車
い
す
用
雨
が
っ
ぱ
を
身

に
着
け
ま
す
。
し
か
し
、
準
備
は
ま
だ
あ
り
ま
す
。
避
難
所

で
も
車
い
す
は
使
用
し
ま
す
の
で
、
車
い
す
の
防
護
も
必
要

で
す
。
車
い
す
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
カ
バ
ー
を
付
け
、
よ
う
や
く

終
了
で
す
。
避
難
準
備
ま
で
約
30
分
か
か
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
慣
れ
て
い
る
介
助
者
が
い
て
の
30
分
で
す
。
従
っ
て
、
災

害
時
は
１
時
間
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
一
連
の
作
業

は
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
実
に
大
変
で
し
た
。
訓
練
で
、
か
つ
、

慣
れ
て
い
る
介
助
者
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
一
連
の
作
業
が

で
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
災
害
が
起
き
て
い
た
ら
途
中
で
あ

き
ら
め
て
避
難
し
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
避
難
し
な
い
の

で
は
な
く
、
避
難
で
き
な
い
の
で
す
。
わ
ず
か
で
も
避
難
の

た
め
の
準
備
時
間
を
短
縮
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
私
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
前
調
査
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
時
間
短
縮
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

既
に
事
前
調
査
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
が
、
調
査
項
目
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
今
回
の
避
難
訓
練

に
よ
り
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
準
備
に
は
何
が
必
要
で

あ
る
か
、
何
を
し
て
も
ら
い
た
い
か
、
生
活
す
る
上
で
、
ま
た

は
避
難
す
る
上
で
、
何
を
必
要
と
す
る
の
か
を
実
践
し
ま
し

た
。
そ
の
経
験
を
基
に
、
個
々
の
状
態
や
避
難
方
法
、
避
難

の
際
の
注
意
点
、
重
要
項
目
を
思
案
し
、
事
前
調
査
票
な
ど

を
私
案
作
成
し
ま
し
た
。
事
前
調
査
票
は
個
人
情
報
保
護
法

の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
、
個
々
の
事
前
調
査
に
は
時
間
や
人

手
も
か
か
り
、
大
変
で
難
し
い
面
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
命
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
。
事
前
調
査
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
何
ら
か
の
形
で
家
族
が
一
緒
に
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な

く
て
も
、
き
っ
と
誰
か
が
来
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
う
こ
と
も

で
き
、「
災
害
＝
死
」と
意
識
す
る
人
も
減
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

介
助
の
経
験
が
な
い
人
も
手
助
け
が
で
き
、
ま
た
、
話
の
苦

手
な
人
が
介
助
方
法
の
説
明
を
で
き
ず
に
い
て
も
、
避
難
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
世
の
中
に
は
、
自
分
の
こ
と
を
言

葉
で
主
張
し
た
く
て
も
難
し
い
と
い
う
人
が
い
ま
す
。
言
葉

を
発
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
た
め
に
、
相
手
に
理
解
し
て

も
ら
え
ず
、
何
も
で
き
な
い
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
人

も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
の
た
め
に
も
、
事
前
調
査

は
大
切
な
こ
と
で
す
。
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
の
災
害
時
の
反
省
を
踏
ま
え
、
今

後
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
問
題
解
決
に
は
、
一
つ
に
は
、

障
が
い
者
も
健
常
者
も
関
係
な
く
、
一
人
ひ
と
り
に
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
二
つ
目
に
は
、
誰
も

が
避
難
で
き
る
よ
う
な
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
こ
と
。

三
つ
目
と
し
て
、
災
害
時
要
援
護
者
の
人
た
ち
も
避
難
訓
練

に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。お
互
い
を
認
め
、

助
け
合
い
、
支
え
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
も〝
コ
コ
ロ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
人
〞に
な
り
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ「
東
海
村
と
茨
城
大
学
と
の
連
携
協
力
」

･･･

❷

公 

開 

講 

座

「
原
子
力
施
設
と
地
域
社
会
」

公開講座についてのお問い合わせ◆企画政策部政策推進課政策推進担当（☎282-1711･内線1332）
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１月17日、青少年育成東海村民会議中丸支部と中丸学区子ども

会育成会、中丸地区委員会三者が共催する「今昔の遊び」（第３回）

が中丸コミュニティセンターで催され、子どもたちやその保護者、

指導者など約600人もの人たちでにぎわいました。けん玉やあや

取り、たこ作りなどの“昔の遊び”は、世代によって懐かしかった

り、新鮮だったりと、教える楽しさ、遊ぶ楽しさを味わっている

様子。子どもたちが考えた「お菓子釣り」や「クッキーのデコレー

ション」などの“今の遊び”は子ども同士協力して行われました。

村民会議中丸支部･支部長の川崎令子さんは「地域の人たちのつ

ながりや出会いの場となる各団体の催しが合同となり、参加者も

年々増えて続けられていることがうれしい」と話してくれました。

●●地域のつながりをつくる“今昔の遊び”地域のつながりをつくる“今昔の遊び”

ＶＯＬ .  １１１ＶＯＬ .  １１１

今どきの

青少年

エッセー頑張る
　

私
は
常
磐
大
学
高
等
学
校
の
体
操
部

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
常
磐
に
は〝
常
磐

ク
ラ
ブ
〞と
い
う
体
操
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、

私
も
小
学
生
の
時
に
、
こ
の〝
常
磐
ク
ラ

ブ
〞に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
日
休
ま
ず
ク
ラ
ブ
に
通
い

続
け
、
中
学
校
は
地
元
を
出
て
体
操
部
の

あ
る
学
校
に
入
学
し
、
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
力
の
あ
る
仲
間
も
増
え
、
昨
年
の
高

校
総
体
で
は
、
団
体
で
初
入
賞
の
５
位
、

種
目
別
の
あ
ん
馬
で
は
個
人
優
勝
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
団
体

メ
ン
バ
ー
４
人
は
、
２
年
生
が
３
人
、
１

年
生
が
１
人
だ
っ
た
の
で
、
今
年
も
同
じ

メ
ン
バ
ー
で
試
合
が
で
き
、
最
も
団
体
優

勝
が
狙
え
る
年
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

け
が
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り

が
目
標
と
責
任
を
持
っ
て
練
習
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

私
は
部
長
な
の
で
、
チ
ー
ム
の
中
心

と
な
っ
て
行
動
し
、
み
ん
な
の
手
本

に
な
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

私
は
現
在
、
日
本
の
ジ
ュ
ニ
ア
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
チ
ー
ム
で
、
昨

年
の
12
月
に
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た

リ
ュ
ー
キ
ン
カ
ッ
プ
に
出
場
し
ま
し

た
。海
外
で
の
試
合
は
５
回
目
で
す
が
、

会
場
の
雰
囲
気
や
器
具
が
日
本
と
は

違
う
た
め
、
そ
れ
に
体
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
も
大
変
で
し
た
。
外
国
人
選

手
の
印
象
は
、
演
技
が
力
強
く
、
技

も
難
度
の
高
い
技
が
で
き
る
と
い
う

も
の
で
し
た
が
、日
本
人
選
手
に
比
べ
、

目標に向かって目標に向かって

　　 　　   常磐大学高等学校２年常磐大学高等学校２年

　　　　　　　　亀下亀下　　佐佐
さ と うさ と う

藤藤　　宏宏
こ う たこ う た

太太
技
の
熟
練
性
が
少
な
く
、
美
し
さ
が
足
り

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
結
果
は
、日
本
チ
ー

ム
が
団
体
で
準
優
勝
、
個
人
総
合
で
は
３

位
、
種
目
別
の
平
行
棒
で
は
個
人
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
試
合
を
終

え
て
、
世
界
で
戦
う
た
め
に
は
、
難
度
の

高
い
技
も
大
切
で
す
が
、
基
本
を
大
切
に

し
て
美
し
い
体
操
を
す
る
こ
と
が
勝
利
へ

の
近
道
で
あ
る
と
、
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
高
校
生
活
は
今
、
少
し
部
活
に

偏
っ
た
生
活
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

大
学
受
験
も
あ
る
の
で
、
勉
強
と
部
活
の

両
立
を
図
り
、
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
日
の

生
活
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
日
々
の
練

習
で
指
導
し
て
く
れ
る
先
生
、
一
緒
に
困

難
を
乗
り
越
え
る
仲
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た
い
で
す
。
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【
俳　

句
】

冬
化
粧
お
わ
り
て
す
っ
き
り
夫
婦
松

東　

海　

片
野　

紀
夫

折
り
紙
を
折
る
手
も
赤
し
霜
の
朝

舟
石
川
駅
東　

伊
東　

幸
子

青
空
に
松
飾
り
見
て
今
日
船
出

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

電
飾
の
木
の
葉
散
る
道
ピ
カ
ソ
展

東　

海　

佐
藤　

と
よ

ろ
う
梅
や
凍
寒
の
庭
三
分
咲
き

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

初
夢
は
亡
き
お
さ
な
ご
の
手
を
引
い
て

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

の
ぼ
り
鮭
も
う
泳
げ
ぬ
に
釣
ら
れ
を
り

村　

松　

松
本　

正
勝

白
銀
に
輝
く
野
原
初
ス
キ
ー

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

習
う
よ
り
慣
れ
て
夫ふ

ず

い隨
の
去こ

ぞ年
今
年

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

お
屠と

そ蘇
飲
み
我
が
人
生
に
活
を
入
れ

外　

宿　

西
山　

純
一

日
ず
れ
す
る
七
草
粥
や
凡
夫
婦

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

ろ
う
梅
の
朝
の
ひ
か
り
に
輝
き
て

外　

宿　

照
沼
あ
や
子

　
　

【
短　

歌
】

柿
の
実
の
取
り
残
さ
れ
し
夕
の
庭
騒
が
し

き
ま
で
鳥
の
寄
り
来
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

後
期
高
齢
者
医
療
ち
か
き
わ
れ
余
生
数
え

る
に
一
桁
に
し
て

内　

宿　

村
上　

文
江

子
や
孫
が
集
い
て
鏡
餅
つ
く
る
農
家
の
く

ら
し
ひ
と
時
楽
し

船　

場　

舛
井
庫
之
助

変
の
字
と
今
年
の
漢
字
決
ま
り
た
る
良
き

変
動
の
あ
ら
ん
と
ね
が
う

外　

宿　

高
槌　

す
み

新
春
の
光
さ
し
込
む
コ
ミ
セ
ン
で
新
た
に

誓
う
地
域
交
流

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

冬
ざ
れ
の
狭さ

に

わ庭
に
咲
け
る
雪
中
花
ひ
か
り

や
わ
ら
に
春
遠
か
ら
じ

南　

台　

根
本
内
俊
男

明
日
知
れ
ぬ
人
の
命
の
儚
さ
よ
去こ

ぞ年
は
賀

状
を
く
れ
し
友
逝
く村　

松　

高
橋　

正
弘

時
す
ぎ
る
こ
と
も
忘
れ
て
話
し
い
る
同
じ

世
代
の
人
の
親
し
く緑

ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

魚
の
名
聞
く
も
忘
れ
る
歳
の
吾
こ
り
こ
り

旨
し
夕ゆ

う

げ餉
の
刺
身

須
和
間　

柴
山　

靖
子

正
月
に
い
と
し
き
孫
ら
の
抱
負
聞
く
強
く

学
べ
よ
苦
は
福
と
な
る

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

今
日
ひ
と
日
光
に
よ
り
て
干
せ
し
物
素
直

に
乾
き
日
の
匂
ひ
せ
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

連
れ
立
ち
て
夫
と
歩
む
鹿
児
島
の
篤
姫
ゆ

か
り
街
な
か
を
行
く村　

松　

桜
井　

秀
子

　
　

【
川　

柳
】

愛
嬌
も
特
売
村
の
直
売
所

村　

松　

岡
本　

夏
美

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャ

ラリー（☎287-3680）

ＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹＳＴＡＴＩＯＮ　ＧＡＬＬＥＲＹ

「土なかま」は、自由な発想から彫
ちょう

塑
そ

作品を制作し、展示･発表してい

るグループです。陶やテラコッタ、

石膏、木、ブロンズなど多種多様な

素材の持ち味を生かした造形を目指

しています。なお、初日（22日）には

出品者による作品解説を行います。

第17回土なかま彫塑展
２月22日（日）～28日（土）

　照沼に工房を持つ村内在住川﨑寛

一さんの個展。多様な表現に優れた

織
お り べ ゆ う

部釉を使用した織部焼と、土味を

感じさせる炭化焼シメなどの手法で

作陶した作品を展示します。

川﨑寛一作陶展
３月１日（日）～７日（土）

　川又南
なんがく

岳先生の教えを受けた茨城

大学書道部の卒業生による書道展で

す。出品者それぞれが古典の臨書を

基本に置き、独自性を組み入れた創

作を行っています。なお、大学書道

部の顧問でもあった川又南岳先生の

賛助出品もあります。

墨･ＫＯＫＯＲＯ展
３月８日（日）～14日（土）

※開館時間は、
午前10時から
午後７時まで
（最終日は午
後３時まで）
となります。

※開館時間は、
午前10時から
午後４時まで
（最終日は午
後３時まで）
となります。

※開館時間は、午前10時から午後
７時まで（最終日は午後２時まで）
となります。
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平成 21 年１月１日現在
前月比

世 帯 数 13,816 世帯 ＋８
総 人 口 36,608 人 ＋ 42
男 18,396 人 ＋ 18
女 18,212 人 ＋ 24

人口と世帯数

２月の納付

お知らせ･ピック
ア
ッ
プいいいんんんふふふぉぉぉ

ょょょししし んんん電話番号 ☎ 282-1711（代表）

役
場
の
ーーーめめめ

納 期 限 平成21年３月２日（月）

納付種別

固定資産税 第４期分
国民健康保険税 第８期分
介護保険料 第６期分
後期高齢者医療保険料 第８期分

募集募集

村では、観光協会や公的な団体が催す行事等
に参加し、村のイメージアップ活動等を行う、
第５代「東海ゆめ大使」（３人）を募集します。
■対　　象 ①平成21年４月１日現在で満18歳以
上②村内または近隣に在住③村の観光ＰＲ等の
各種事業や茨城県主催の公的行事に年間約20日
間程度参加可能――を満たす方（高校生を除く）
■任　　期 平成21年４月１日から平成23年
３月31日までの２年間
■報 酬 等 報酬は１日１万円です。制服とし
て夏用･冬用各一式を支給します。
■申し込み・問合せ ２月27日（金）（当日消印
有効）の午後５時までに、村内公共施設に備え
付けの応募用紙（全身と上半身の写真を添付）
により、東海村観光協会事務局（経済環境部
経済課内 〒319-1192 東海三丁目７番１号 内
線1438）へお越しになるか、郵送で申し込みく
ださい。一次審査として書類審査を行います。

第５代「東海ゆめ大使」募集

■雇用要件 ①平成元年４月１日までに生まれ、高
等学校を卒業②村立図書館に通勤可能③司書の
資格を有する（取得見込みを含む）④基本的なパ
ソコン操作が可能⑤図書館運営や読書活動に熱
意がある――のすべての要件を満たす方（若干名）
■雇用期間 ４月１日～平成22年３月31日（１年間）
■勤務時間 火曜日から日曜日までの週30時
間（土･日曜日は交代勤務）
■報酬額等 月額147,000円 ※社会保険（健康保
険･厚生年金保険など）と雇用保険に加入します。
■申し込み・問合せ ①履歴書（顔写真を添付）
②資格証明書の写し――をご用意の上、２月19
日（木）まで（月曜日を除く）の午前９時30分～午後
５時に村立図書館（☎282-3435）へ申し込みくだ
さい。２月24日（火）に面接･作文試験を行います。

図書館非常勤嘱託員（司書）募集図書館非常勤嘱託員（司書）募集

茨城県では、県政に女性の視点を取り入れ、

県民参加の開かれた広報活動を推進するため、

県広報紙「ひばり」の記事作成に携わる、平成

21年度の「いばらき女性特派員」を募集します。

●活動内容 取材･原稿作成…茨城県の実施事

業や県立施設などに関するテーマ（特集記事･

年２回）、県の特産物･観光情報など、指定の

テーマ（コラム･年２回）に関しての取材を行

い、原稿を作成します（取材には、県広報広

聴課職員と制作スタッフが同行します）。会

議等…委嘱状交付式と活動説明会（４月）、意

見交換会（10月～ 11月）へ出席します。

●任　　期 ４月から平成22年３月までの１年間

●募集人員 ４人

●応募資格 ①県内在住で、満20歳以上の女

性（平成21年４月１日現在）②公務員や議会

議員でない③取材先が希望する日時に合わせ

て取材できる（主に平日の日中）④自分で取材

先に移動できる（県内全域が取材範囲）――を

満たす方

●選考方法 １次選考（書類審査）と２次選考

（１次選考通過者の面接）を行います。

●謝 礼 年間12万円

●申し込み・問合せ 「平成21年度いばらき女性

特派員応募用紙」に必要事項を記入の上、「応募

理由」と「地域の話題」を各400字程度にまとめた

ものを添付して、２月27日（金）までに、茨城県

広報広聴課（〒310-8555 水戸市笠原町978-6 ☎

301-2128 FAX301-2168 電子メールkoho3@pref.

ibaraki.lg.jp）へ郵送またはファクシミリ、電子メー

ルのいずれかにより申し込みください。なお、

応募用紙は茨城県広報広聴課や役場（総務課）

で配布しています。※茨城県ホームページ（http://

www.pref.ibaraki.jp/）で公開の「平成21年度いばら

き女性特派員募集案内」を併せてご覧ください。

県広報紙「ひばり」の記事作成に携わる
平成21年度「いばらき女性特派員」募集
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２月の休日診療日程
診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
期日 病医院名 電話番号
11日（水）茨城東病院 282-1151
15日（日）武藤小児クリニック 282-7722
22日（日）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは… 電話番号
茨城県救急医療情報コントロールセンター

（毎日･24時間対応）
241-4199

茨城子ども救急電話相談（毎日･午後６時30分～10時30分）

電話番号
254-9900
#8000（プッシュ回線用加入電話、携
帯電話 NTTDoCoMo･KDDI･SoftBank）

東海村観光協会では、４月１日（水）から20日
（月）まで、阿漕ヶ浦公園内で開催される「第21
回東海さくらまつり」の期間中、桜を照らす「あ
んどん」「ぼんぼり」のスポンサーを募集します。
■募 集 数 「あんどん」…50基（先着順）　「ぼ
んぼり」…80個（１スポンサー当たり10個まで）
■価　　格 「あんどん」…20,000円／基　「ぼ
んぼり」…1,500円／個

■そ の 他 「あんどん」にはスポンサーの方の
氏名･住所･電話番号が、「ぼんぼり」にはスポ
ンサーの方の氏名が記入されます。

■申し込み・問合せ ３月３日（火）までに、東海
村観光協会事務局（経済環境部経済課内　内線
1438）へ申し込みください。

東海さくらまつり「あんどん」「ぼんぼり」スポンサー募集
ＪＡひたちなかでは、村と協力して行う「新
規就農者確保育成事業」の受講生を募集します。
地元の熟練農家や地域農業改良普及センター、
全国農業協同組合連合会等の指導の下、“教科
書による勉強”と“畑での実習”の両方を学びなが
ら、育てた農産物を直売所に出荷していきます。
■期　　間 ４月から１年間（毎月２回程度開講）
■場　　所 座学…ＪＡ東海会館等　実習…村
内の農地
■対　　象 村内在住の新規就農者や農業を始
めて間もない方
■募集人員 先着30人
■受 講 料 無料
■申し込み・問合せ ＪＡひたちなか･東海営
農センター（☎282-0203）

茨城県「明日の地域づくり委員会」は、豊かで
住みよい茨城づくりの推進のため、それぞれの
地域の在り方などを話し合い、県に提言するも
ので、お住まいの所在地により５地域に分かれ、
各40人･総数200人で活動します。
■主な活動 ①年７回程度の委員会で地域づく
りについて話し合い、２か年で提言をまとめる
とともに､実践活動を行います。②年１回現地
研修会を行います。③「いばらき創り1,000人委
員会」の一員としての活動を行います。
■応募資格 県内在住の方　※地方公共団体の
長や議員、常勤の公務員、過去４年以内（２期分）
に地域づくり委員会委員を経験した者は除く。
■募集人員 県央地域の委員（おおむね12人～16人）
■任　　期 ２年間（平成21年委嘱の日から平
成23年３月末まで）
■申し込み・問合せ 「平成21年度地域づくり委
員会委員応募用紙」に必要事項を記入の上、２月
27日（金）（当日消印･着信有効）までに、茨城県広
報広聴課（〒310-8555 水戸市笠原町978-6 ☎301-
2123 ファクシミリ301-2168 電子メールkoho2@
pref.ibaraki.lg.jp）へ郵送またはファクシミリ、電
子メールのいずれかにより申し込みください。

平成21年度「明日の地域づくり委員会」委員募集平成21年度「明日の地域づくり委員会」委員募集

無理のないヨガに心掛け、皆さんが楽しく参
加できるように活動しています。ぜひご参加く
ださい。
■活 動 日 毎月第１～第４水曜日
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 合同庁舎１号館（３階）
■講　　師 江原幸子さん（国際総合ヨガ協会
東日本公認講師）

■会　　費 2,000円／月　※別途、入会金1,000
円が掛かります。

■申し込み・問合せ 村松智恵子さん（☎306-
0274）

ヨガサークル「さくら」会員募集

県政モニターは、県民参加の県政を推進する

ため、モニターの方のご意見を県の施策に役立

てていこうとする制度です。

●任　　期 ２年間（平成21年委嘱の日から平

成23年３月末まで）

●募集人員 50人

●対　　象 県内在住の20歳以上の方　※公

務員や地方公共団体の議会議員、国･市町村

のモニター（インターネットモニター）を務め

ている方、過去５年以内に県政モニターを経

験した方を除きます。

●申し込み・問合せ 「県政モニター応募用紙」

に必要事項を記入の上、２月27日（金）（当日

消印有効）までに、茨城県広報広聴課（〒310-

8555 水戸市笠原町978-6　☎301-2123 ファ

クシミリ301-2168 電子メールkoho2@pref.

ibaraki.lg.jp）へ郵送またはファクシミリ、電子

メールで申し込みください。

～あなたの声を聴かせてください～
平成21年度県政モニター募集

平成21年度「新規就農者確保育成事業」受講生募集平成21年度「新規就農者確保育成事業」受講生募集



● 15

催し物（講演会ほか）催し物（講演会ほか）

「食」に関する著作は73冊以上、新聞の連載や
テレビ･ラジオへの出演などを通して、精力的
に「食」を追求してきた農学博士･小泉武夫さん
を講師に迎えての講演会を開催します。ぜひご
来場ください。
■期　　日 ３月４日（水）
■時　　間 午後１時30分～３時
■場　　所 日立シビックセンター ･音楽ホー
ル（日立市幸町１-21-１）

■講　　師 小泉武夫さん（東京農業大学教授）
■参 加 費 1,000円（チケット制、全席自由）
■そ の 他 託児サービスがあります（託児料
1,000円。要予約）

■申し込み 日立シビックチケットカウンター
（☎0294-24-7720）
■問 合 せ 神永啓子さん（水戸友の会 ☎0294-
21-1690）

講演会「農と食から日本国の再生を考える」開催講演会「農と食から日本国の再生を考える」開催

第30回「東海村教育振興大会」開催

■期 日 ２月20日（金）
■時 間 午後１時20分～４時15分
■場 所 東海文化センター
■内 容 ①教育分野における功績者の表彰
式　②照沼小学校による演劇「村松虚空蔵尊
の黒絵馬」の発表　③講演「今、親や教師に何
ができるか～親業･教師学に学ぶ子どもとのコ
ミュニケーション～」（講師：中井喜美子さん）
■問 合 せ 教育委員会学校教育課企画総務担
当（内線1412）

絵本の読み聞かせや工作、散歩などの野外活
動で一緒に楽しく遊びませんか。お父さんが一
緒に参加できるイベントもあります。皆さんの参
加をお待ちしていますので、ぜひご参加ください。
■活 動 日 毎月第２･第４木曜日
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 中央公民館、村内各コミュニティセンター
■対　　象 ０歳児から２歳児くらいまでの乳
幼児とその保護者
■会　　費 無料※実際に費用が掛かるときのみ徴収
■申し込み・問合せ 本田智美さん（☎080-1042-
1670）　※見学することができます。

子育てサークル「こぐまクラブ」会員募集

東京女子大学心理学科卒業。機関紙「おやぎょ
う」編集長、大手百貨店での家族問題相談員、
日本医科大学看護専門学校や水戸市医師会看護
専門学校非常勤講師などを歴任。現在は、親業

訓練シニアインストラクター、教師学上級インストラクター、
看護ふれあい学研究会会長、茨城大学や東洋英和女学院大
学の非常勤講師を務める。主な著書に「看護ふれあい学講座」
「『大切な人』と本音でつきあっていますか？」（共著）など。

中井喜美子（なかい･きみこ）

久慈川右岸の堤防に沿った道路（堤防小段利

用道路）の植樹帯に花木の植栽を行います。皆

さんお誘い合わせの上、ぜひご参加ください。

●期　　日 ２月28日（土）　※雨天の場合は

３月１日（日）に順延します。

●時　　間 午前９時～ 11時

●集合場所 豊岡排水機場前広場

●内　　容 平成18年度に植栽した桜の周り

にヒガンバナを、植樹帯にレンギョウ･ユキ

ヤナギを植栽します。

●そ の 他 当日はスコップをお持ちの上、動き

やすい服装でお越しください。

●申し込み・問合せ ２月20日

（金）までに経済環境部経済課

農地保全担当（内線1432）へ申

し込みください。

久慈川の堤防沿いに花木を植栽
多くの皆さんのご協力を！ ●日　　時 ３月７日（土） 午後１時30分～４時

●場　　所 県立健康プラザ（３階大会議室）

／水戸市笠原町993-２

●対　　象 乳幼児を持つ保護者やこれから出

産を迎える夫婦（先着130人）

●内　　容 ①基調講演「これからの子育てと

食育」（講師：常磐大学教授･冨田教代さん）　

②パネルディスカッション「できることから

始める食育とは」

●参 加 費 無料

●申し込み・問合せ はがきかファクシミリに

①住所②氏名③電話（ファクシミリ）番号――

を明記の上、「食育フォーラム参加希望」と記

入し、２月20日（金）までに農林水産省関東農

政局茨城農政事務所消費･安全部消費生活課

担当（〒319-0061 水戸市北見町１-９ ☎221-2185 

FAX221-2943）へ申し込みください。

「子どもの未来を考えよう！
食育フォーラム2009」を開催

来る２月20日、教育分野における功績者を表彰する、村教育委員会等主催の「東海村教育振興大会」が開催さ
れます。30回目の今回は、講師に親業訓練シニアインストラクターの中井喜美子さんを講師に迎え、講演
を行います。入場は無料ですので、皆さんお誘い合わせの上、ぜひご来場ください。
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ご家庭に心の病気を患う方がいる村内在住の
家族の方を対象に、本人に対する接し方や日ご
ろ抱えている不安や悩みについての懇談･意見
交換等を行う「家族交流会」を開催します。
■日 時 ２月20日（金） 午後１時30分～３時30分
■場　　所 なごみ･総合支援センター
■申し込み・問合せ なごみ･総合支援セン
ター（☎287-2525）

参加
費

参加
費

無
料

無
料 家族交流会のお知らせ家族交流会のお知らせ

第36回「東海村新春マラソン大会」の
写真展示･配布を行います
●期　　間 ２月17日(火)から28日（土）までの午

前９時～午後９時（日曜日は午後６時30分まで）

●場　　所 総合体育館（１階ロビー）

●そ の 他 展示写真の配布は無料･先着順です

（本人またはその家族のみに限る。住所･氏名･電

話番号の記入が必要）。※デジタル画像データ

のものの配布は１枚30円（プリント代）となります。

●問 合 せ 総合体育館（☎283-0673）

東海村選挙管理委員会では、「東海村農業委
員会委員選挙人名簿」の縦覧を行います。名簿
に登載されている方は①平成元年４月１日以前
に出生②世帯の耕作面積が10アール以上③年
間の耕作日数がおおむね60日以上――の方で
す。縦覧を希望する方は、東海村選挙管理委員
会（役場行政棟３階）へお越しください。
■期　　間 ２月23日（月）から３月９日（月）まで
■時　　間 午前８時30分～午後５時
■問 合 せ 東海村選挙管理委員会（総務部総
務課内 内線1313）

平成21年度東海村農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

エトセトラエトセトラ

　
「心の健康づくり講座」開催
■期 日 ３月５日（木）
■時 間 午後１時30分～３時30分
■場 所 総合福祉センター「絆」（多目的ホール）
■内 容 講演…「うつ病かなと思ったら～
早期発見早期受診の大切さについて～」

■講 師 寺島康さん（つくばメンタルクリ
ニック･精神科医）
■申し込み・問合せ ３月２日（月）までに、な
ごみ･総合支援センター（☎287-2525）へ申し
込みください。

参加
費

無　
料　

地域の特産物による地域おこしの仕掛け人で、
国土交通省から「観光カリスマ百選」に選定された
栃木県茂木町の石河智

とものぶ

舒さん（「ゆずの里かおり
村」会長）を講師に迎え、元気な地域づくりについ
ての講演会を開催します。ぜひご来場ください。
■日 時 ２月24日（火） 午後１時30分～３時30分
■場 所 総合福祉センター「絆」（多目的ホール）
■問 合 せ 東海村農業女性グループ連絡協議
会事務局（経済環境部経済課農業振興担当　
内線1435）

2011年７月24日までに
テレビ放送がデジタル化します
2011年（平成23年）７月24日までに、今までの

テレビ放送方式である地上アナログ放送は終了

し、地上デジタル放送（地デジ
3 3 3

）へ完全移行しま

す。現代の生活の中で最も身近な「テレビ」も、

デジタル化によって、今までにない豊かで便利

な新しい世界を実現します。

●地デジ
3 3 3

って何？ 従来のアナログ放送と比べ

てより高品質（ゴーストや雑音のない）な映像

と音声を受信することができる新たな放送で

す。そのため、地デジ
3 3 3

放送に対応していない

テレビ機器の場合、デジタルチューナー等を

取り付けなければ視聴できなくなります。

●地デジ
3 3 3

に変わる理由 ①電波の有効利用　②

放送サービスの高度化　③情報通信技術･情

報化社会への対応

●地デジ
3 3 3

のメリット ①高画質･高音質　②「デ

ータ放送」でニュース･気象情報などの生活情

報をいつでも視聴できる　③字幕放送や音声

解説放送等、高齢者や障がい者に役立つサー

ビスが充実している　④「電子番組ガイド（Ｅ

ＰＧ＝Electronic Program Guide）」を利用し、

その日から１週間先までの番組表が表示さ

れ、画面上で録画予約もできる

●地デジ
3 3 3

を視聴するには ①地デジ
3 3 3

対応テレビ

機器を購入　②地デジ
3 3 3

非対応のテレビ機器に

は地デジ
3 3 3

チューナー等を接続　③ケーブルテ

レビで視聴　※ＵＨＦアンテナが設置されて

いない場合は新たに設置する必要がありま

す。また、ケーブルテレビをご利用の方は契

約中のケーブルテレビ会社に視聴可能かご確

認ください。

●問 合 せ 総務省地上デジタルテレビジョン放

送受信相談センター（☎0570-07-0101または03-

4334-1111 ※月曜日～金曜日…午前９時～午後９

時　土･日曜日と祝日…午前９時～午後６時）

　「元気な地域づくり講演会」開催「元気な地域づくり講演会」開催参加
費

参加
費

2,00
0円／

人
2,00

0円／
人参加

費
参加
費

無　
料

無　
料
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となりのまちからとなりのまちからとなりのまちからとなりのまちから

イベントガイドイベントガイドイベントガイド

水戸市●第113回水戸の梅祭り
春の訪れを告げる恒例の「水戸の梅祭り」が２月20日

（金）から３月31日（火）まで偕楽園や弘道館等を会場に開
催されます。会期中の土･日曜日には、茶会や琴･尺八･雅
楽の演奏、俳句大会などさまざまなイベントが開催され、
早春の香り漂う“観梅の旅”にぜひお出かけください。

◆そ の 他 無料市内「漫遊バス」の運行（運行日限
定）のほか、弘道館正門の特別開放（２月21日～３月29
日までの土･日曜日と祝日）なども予定されています。
◆問 合 せ 社団法人水戸観光協会（☎224-0441）

主な催し物の開催日 内容と場所･時間
２月22日（日）
「第１観梅デー」

　野外琴の会（偕楽園･午
前10時～午後３時）

３月１日（日）
「第２観梅デー」

　観梅民謡まつり（水戸市民
会館･９:30～16:00）
　野点茶会（偕楽園･10:00
～ 15:00）
　水戸のひな流し（偕楽園
･11:00 ～ 12:00）
　謡と仕舞の会（常磐神社
能楽殿･11:00 ～ 12:00）

３月７日（土）

　五軒香梅ひな流し（偕楽
園･10:30 ～ 12:00）
　夜梅祭（偕楽園･18:00 ～
21:00）

３月８日（日）
「第３観梅デー」

　野点茶会（偕楽園･10:00
～ 15:00）
　雅楽演奏会（常磐神社能
楽殿･11:00 ～ 12:00）
　大撮影会と写真コンテスト
（偕楽園･10:00～15:00）

３月15日（日）
「第４観梅デー」

　野点茶会（偕楽園･10:00
～ 15:00）

３月22日（日）
「第５観梅デー」

　野点茶会（偕楽園･10:00
～ 15:00）
　尺八演奏会（常盤神社能
楽殿･11:00 ～ 12:00）
　観梅俳句大会（県立青少年
会館･10:00～14:00）

３月29日（日）
「第６観梅デー」

　 野 外 琴 の 会（偕 楽 園
･10:00 ～ 15:00）

電話加入権を公売します
常陸太田県税事務所では、ＮＴＴの電話加入権

（施設設置負担金）を公売します。電話の新規設置
や増設を検討中の方はお気軽にお越しください。
■日　　時 ２月24日（火） 午前10時
■受付時間 午前９時50分～ 10時
■場　　所 常陸太田合同庁舎･１階小会議室 
（常陸太田市山下町4119）
■そ の 他 ①公売が中止になる場合がありま
すので、公売前日に実施の有無をお問い合わ
せください。②電話局との契約変更手続きは、
購入者ご自身が行ってください。

■問 合 せ 茨城県常陸太田県税事務所（収税
課☎0294-80-3314）

水道管の凍結にご注意ください！
冬の寒い時期には、水道管の凍結が多発します。
管内の水が凍って水が出なくなるだけでなく、水道
管が破裂することによって、その修理のために高い
費用が掛かってしまうこともあります。
水道管を凍結させないためには①メーターボック

スに発泡スチロールなどの保温材を入れる ※保温
材に布類は使用しないでください。水分を含んで
余計に凍結しやすくなります②むき出しになってい
る水道管に保温材を巻き付ける③外にある散水栓
の水抜きをする――など、水道管の冬支度をして、
凍結させないように心掛けましょう。
■問 合 せ 建設水道部水道課業務担当（内線
1153）

自動車税は簡単･便利な口座振り替えで！
自動車税の納税は、簡単･便利な口座振り替
えをご利用ください。毎年５月の納付をうっか
り忘れるようなこともなく、安心です。
■利用できる金融機関 郵便局を除く県内の金
融機関
■申し込み 「口座振替依頼書」に必要事項を記
入し、金融機関届け出印を押印の上、金融機
関または県税事務所へ提出してください。口
座振替依頼書は金融機関や県税事務所にあり
ます。金融機関によっては通帳が必要になる
場合があります。※２月末日までに手続きを
済ませると、翌年度の自動車税からの口座振
り替えが可能となります。
■問 合 せ 茨城県常陸太田県税事務所（収税
課 ☎0294-80-3314）

小･中学校入学児童祝い金
贈呈事業調査にご協力ください
社会福祉協議会では、①生活保護世帯②準要

保護世帯③在宅重度障がい者世帯④父子世帯⑤

母子世帯――の小･中学校入学児童へ祝い金を

贈呈するための調査を実施しています。

●調査対象者 ①生活保護世帯②準要保護世帯

③父母または本人が身体障害者手帳１･２級

または療育手帳Ａ･Ａの交付を受けている④

父子世帯⑤母子世帯――で、

平成21年４月に小学校また

は中学校へ入学する方（平成

14年４月２日から平成15年

４月１日までに生まれた方

または平成８年４月２日から平成９年４月１

日までに生まれた方）

●問 合 せ 民生委員･児童委員が訪問し、聞き

取り調査を実施しています。２月下旬までに

訪問がない場合は、社会福祉協議会（地域福祉

推進係 ☎282-2804）へお問い合わせください。

○



18 ●

発
行

東
海
村

編
集

総
務
部
総
務
課

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１

印
刷

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
２
月
10
日
号

わ
が
家
に
待
望
の
男
の
子
が
誕
生
し
た

２
年
前
。
元
来
の
ん
び
り
屋
の
私
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
泣
い
た
ら
待
っ
た
な
し
の
慌
た

だ
し
さ
に
大
パ
ニ
ッ
ク
で
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。
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お
り
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ろ
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士
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２
歳
３
か
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な
り
、
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は
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ち
び
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こ
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ャ
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グ
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呼
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れ
て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら

好
き
で
、
元
気
に
動
き
回
る
謙
士
郎
に

「
待
っ
て
」「
止
ま
っ
て
」「
行
か
な
い
で
」の

〝
三
段
活
用
〞を
使
い
分
け
る
毎
日
で
す
。

そ
し
て
、
幸
せ
な
こ
と
に
二
人
目
を

授
か
り
、
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か

り

花
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５
か
月
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誕
生
し

ま
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桧
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と
り
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の
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穏
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れ

た
り
、
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し
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く
れ
た
り
、

驚
き
や
笑
い
を
運
ん
で
き
て
く
れ
ま
す
。

お
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。
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-95

夢は…。“介護福祉士”

舟石川小学校６年●鈴
す ず き

木春
は る か

香

私の将来の夢は、介護福祉士です。テレビでお年寄り

の介護をしている人を見て、「こんなふうに困っている人

を助けてあげたい」と思ったからです。それに、人に優しく

できるということは、すごいことだと思ったからです。仕

事の内容を詳しく知りたいと思い、「サンフラワー東海」（介

護老人保健施設）で体験学習をさせてもらったことがあり

ます。車いすに乗って生活している方が大勢いることにと

にかく驚きました。でも、介護福祉士の力を借りながらも、

自分の力で立ち上がることができるようになった人もいま

した。自力で食事をしようと頑張っているお年寄りもいま

した。介護によって救われる人を手助けしたいと、私はあ

らためて強く感じました。私の力を少しでも役立てられた

ら、どんなにうれしいでしょう。介護を受ける人を少しで

も減らせるような、みんなに元気を分けてあげられるよう

な、みんなが笑顔になれるような介護福祉士を目指します。

ちびっこ
美術館

凧（たこ）揚げ

保育所のみんなと遊んだ時の様子

を絵に、凧を作った杏美ちゃん（６

歳）。「しっぽの方にはお友達がいろ

んなことをしている場面をたくさん

描いたの。これから揚げるんだよ！」

と、うれしそうに話してくれました。

●百　塚
保育所 佐

さ と う

藤杏
あ み

美ちゃん


